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電動工具を用いた木材加工体験 

～小5女子を対象とした実践～ 

 

 

 

 夏休みのある日のこと，家庭教師としてお世話にな

っているお宅の女の子から，「宿題の1つである自由製

作として，貯金箱を製作したい」との相談を受けた。

しかし，彼女のアイディアスケッチからは，一般的な

小学生の加工技能では製作できないと思われるような

緻密な設計が見て取れた。そこで私は，電動工具を  

用いることで加工技能の問題を解消できるのではない

かと考え，本実践に取り組むことにした。 

また，小学生に電動工具を使用させるという点に 

おいては，本実践は挑戦的な取り組みだといえる。  

しかしながら，小学校高学年は，危険に対する判断や

処理能力が身に付く，安全教育にとって最適な時期と

言われていることから，挑戦するに値する実践である

と考えられる。そこで本実践では，自身のアイディア

を実現させるための一方法として，「電動工具を安全に

使用する」 という体験をさせることを目的とした。 

 

 

1）事故防止のために，常時マンツーマンの指導体勢 

2）けが防止のために，保護眼鏡，防塵マスクを着用 

 加工作業は危険がつきまとうため，当然ながら，

保護者の同意を得た。（幸いにも快諾して頂けた） 

 私からの助力は，寸法について多少の助言を与え

たことと，工具の使用方法を演示したことの2点で

あったが，ほぼ彼女の構想通りに仕上がった。 

 製作にあたっての工夫点や努力，意識の変化等に

ついては下図を参照されたい。 

動機・目的 

留意した点 

製作について 

 

彼女のアイディアスケッチ 

 

 挑戦的な取り組み

と称したが，けがを 

させることなく，構想

を実現させることが

できたので良かった。 

 今後の取り組みに

対して意欲的な様子

も見られ，実践の価値

は大きかったように

思う。 

実践を振り返って 

記入が不明瞭であった

ため，PCで打ち直した。 

本物の用紙は振り返り

のために児童宅に保管

させている。 

 


